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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 127,967 － 2,564 － 3,216 － 2,014 －
2021年３月期第３四半期 109,761 △10.5 741 △40.0 1,332 △19.5 922 △12.2

(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 2,052百万円( －％) 2021年３月期第３四半期 1,158百万円( 8.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 151.77 －

2021年３月期第３四半期 69.51 －
(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。売上高に影響が生じるため、2022年３月期第３四半期の対前年同四半期増減率は、記載しており
ません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 75,111 17,929 23.9

2021年３月期 66,394 16,195 24.4
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 17,914百万円 2021年３月期 16,183百万円
(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となって
おります。

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 10.00 － 11.00 21.00

2022年３月期 － 13.00 －

2022年３月期(予想) 15.00 28.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 162,000 － 2,250 － 3,050 － 1,850 － 139.38
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適
　 用しており、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後の数値となっております。なお、売上高に影響が
　 生じるため、対前期の増減率は記載しておりません。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 13,767,052株 2021年３月期 13,767,052株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 494,464株 2021年３月期 494,249株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 13,272,699株 2021年３月期３Ｑ 13,273,013株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。詳細について
は、(添付資料)２ページ１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの度重なる感染再拡大等による影響が長

引くなか、ワクチン接種が本格化したこと等から９月以降は感染者数が減少傾向となり、社会経済活動の正常化が

期待されるようになりました。しかしながら、11月下旬に新たな変異株が出現したこと等から足元では感染者数が

再び増加傾向となっており、引き続き予断を許さない状況は続くと想定されます。

当住宅関連業界におきましては、新設住宅着工戸数は持ち直しの動きがみられ堅調な推移となりました。一方で、

諸外国での景気回復傾向やコンテナ不足等による海運の需給ひっ迫が起因となり、ウッドショックと称される木材

価格の高騰や木材不足が発生したほか、世界的な半導体不足や東南アジア諸国における厳格な活動規制の継続等に

よる一部商品における供給遅延の発生、原材料費の高騰による商品の値上げ等が立て続けに顕在化するなど、経営

環境は不透明感が残る中での推移となりました。

このような環境の中で当社グループは、感染防止対策を継続しつつ、事業を通じてのSDGsの達成を視野に入れ、

引き続きエネルギー関連商材や認証材の拡販及び非住宅木構造分野への取組みを強化したほか、中古マンションリ

ノベーション業者への販売強化やPB商品の拡販等の既存の営業方針を維持する一方で、売上総利益率の改善や全社

的なコスト削減、業務効率化や働き方改革を推進し、収益体質の改善を図ってまいりました。また、2021年４月１

日付で、非住宅分野のフローリング工事において全国でトップクラスの実績を誇る中部フローリング株式会社を当

社グループに迎え入れ、新たな経営基盤の構築を図りました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、以下のとおりとなりました。なお、「収益認識に関す

る会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間と収益の会計処理が異なることから、以下の経営成

績に関する説明において増減額及び前年同期比（％）を記載せずに説明しております。

売上高が127,967百万円（前年同四半期は109,761百万円）、営業利益が2,564百万円（前年同四半期は741百万

円）、経常利益が3,216百万円（前年同四半期は1,332百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益が2,014百万円

（前年同四半期は922百万円）となりました。なお、「収益認識会計基準」等の適用により、当第３四半期連結累計

期間における売上高は350百万円減少しております。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比して8,717百万円増加の75,111百万円となりまし

た。これは主として、売上債権が6,057百万円、棚卸資産が1,997百万円及び有形固定資産その他が1,115百万円増加

したことによるものであります。

負債については、前連結会計年度末に比して6,984百万円増加の57,182百万円となりました。これは主として、仕

入債務が6,283百万円増加したことによるものであります。

純資産については、前連結会計年度末に比して1,733百万円増加の17,929百万円となりました。これは主として、

利益剰余金が1,695百万円増加したことによるものであります。

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末から0.5ポイント減少の23.9％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後の様々な要因によって予想値と異

なる可能性があります。なお、2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年11月８日付「業績予想及び配

当予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました業績予想数値から変更ございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,888 9,971

受取手形及び売掛金 31,321 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 35,656

電子記録債権 4,803 6,525

棚卸資産 3,859 5,857

その他 1,100 1,165

貸倒引当金 △78 △122

流動資産合計 51,895 59,054

固定資産

有形固定資産

土地 8,218 8,225

その他 2,462 3,577

有形固定資産合計 10,680 11,803

無形固定資産

のれん 47 233

その他 340 418

無形固定資産合計 388 651

投資その他の資産

投資有価証券 2,147 2,193

その他 1,355 1,479

貸倒引当金 △73 △70

投資その他の資産合計 3,429 3,602

固定資産合計 14,498 16,057

資産合計 66,394 75,111
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 29,073 32,417

電子記録債務 11,333 14,273

短期借入金 800 682

1年内返済予定の長期借入金 1,218 1,128

未払法人税等 379 725

賞与引当金 838 501

その他の引当金 99 107

その他 2,167 2,544

流動負債合計 45,910 52,378

固定負債

長期借入金 1,960 2,323

繰延税金負債 673 768

引当金 351 372

退職給付に係る負債 389 404

その他 912 934

固定負債合計 4,287 4,803

負債合計 50,198 57,182

純資産の部

株主資本

資本金 850 850

資本剰余金 294 294

利益剰余金 14,379 16,075

自己株式 △232 △232

株主資本合計 15,291 16,987

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 889 925

繰延ヘッジ損益 0 △0

退職給付に係る調整累計額 1 1

その他の包括利益累計額合計 891 926

非支配株主持分 12 14

純資産合計 16,195 17,929

負債純資産合計 66,394 75,111
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 109,761 127,967

売上原価 98,120 112,818

売上総利益 11,640 15,149

販売費及び一般管理費 10,899 12,584

営業利益 741 2,564

営業外収益

受取利息及び配当金 64 64

仕入割引 257 291

不動産賃貸料 217 190

雇用調整助成金 166 18

その他 110 115

営業外収益合計 816 680

営業外費用

支払利息 26 17

売上割引 173 -

その他 26 11

営業外費用合計 225 28

経常利益 1,332 3,216

特別利益

固定資産売却益 12 5

事業譲渡益 63 -

特別利益合計 75 5

特別損失

固定資産売却損 10 5

固定資産除却損 2 0

本社移転関連費用 - 142

特別損失合計 13 148

税金等調整前四半期純利益 1,394 3,073

法人税、住民税及び事業税 260 1,103

法人税等調整額 210 △46

法人税等合計 470 1,056

四半期純利益 923 2,016

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 2

親会社株主に帰属する四半期純利益 922 2,014
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 923 2,016

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 229 35

繰延ヘッジ損益 2 △0

退職給付に係る調整額 2 0

その他の包括利益合計 234 35

四半期包括利益 1,158 2,052

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,157 2,049

非支配株主に係る四半期包括利益 1 2
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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（会計方針の変更）

当第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）
等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財
又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、一部の会計処理について下記のとおり変更しております。

　 ・代理人取引に係る収益認識

　顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引について、従来
は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、顧客から受け取る額から仕入先に
支払う額を控除した純額で収益を認識することとしております。

　 ・有償支給取引に係る収益認識

　従来は、有償支給取引において支給品に係る収益を認識しておりましたが、当該収益を認識しないこと
としております。

　 ・工事契約に係る収益認識

　工事契約に関して、従来は、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる場合には、工事進行基
準によっておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間にわたり移転する場合には、
財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法
に変更しております。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原
価が、予想される工事原価の合計に占める割合に基づいて行っております。また、契約の初期段階におい
て、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用を回収することが
見込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しています。なお、契約における取引開始日から完全に
履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については代替的な取扱いを適用
し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

　 ・「売上割引」の取扱い

　当社グループは、従来は、「売上割引」については、営業外費用での計上を行っておりましたが、「売
上高」から減額することとしております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお
り、第１四半期連結会計期間の期首より新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会
計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会
計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんど
すべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。なお、第１四半期連結会計期間
の期首の利益剰余金に与える影響はありません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は350百万円減少し、売上原価は164百万円減少し、営業利益は
186百万円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた
「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ
ととしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た
な表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準
第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客と
の契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい
う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基
準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が
定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響
はありません。
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（収益認識関係）

　(収益の分解情報)

　 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　 当第３四半期連結累計期間 (自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

　 (単位：百万円)

セグメント区分
合 計

住宅資材販売 その他

財又はサービスの種類別

　合 板 11,290 ― 11,290

　建 材 55,837 ― 55,837

　住宅設備機器 25,944 ― 25,944

　ＤＩＹ商品 (注) 5,223 ― 5,223

　住宅資材販売その他 27,986 ― 27,986

　その他 ― 1,684 1,684

顧客との契約から生じる収益 126,283 1,684 127,967

外部顧客への売上高 126,283 1,684 127,967

　 (注) ホームセンター等へ販売した合板、建材、住宅設備機器等が含まれております。

　


